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１．［目 的］ 近畿ＯＬ連絡会は、日本オリエンテーリング協会（ＪＯＡ）が定めた競技規則に準拠し、 

ウェスタンカップ・リレーＯＬ大会の実施に必要な事項を以下のように申し合わせる。 
 

２．［主 催］ 大会の主催は当分の間、近畿地区府県、関西学連の持ち回りとし、近畿ＯＬ連絡会で協議する。 
将来的には、中四国等西日本地区での主催も検討する。 
 

３．［競 技］ ポイントオリエンテーリングで行うこととし、ＪＯＡの定めた競技規則に準ずる。 
 
４．［クラス］ カップ対象クラスと一般クラスを設ける。 
４．１ カップ対象クラス 

ＭＡクラス：男子クラブ代表（ウェスタンカップ） 
ＷＡクラス：女子クラブ代表（ウェスタンカップ） 
ＭＦクラス：男子学生クラブ新人代表（フレッシュカップ） 
ＷＦクラス：女子学生クラブ新人代表（フレッシュカップ） 
Ｊクラス：高校生（１８才）以下クラブ代表（ジュニアカップ） 
Ｓクラス；中高年（４０才以上）クラブ代表（シニアカップ） 

４．２ 一般クラス 
カップ対象クラスと同一クラスのほか、ＭＢ、ＷＢ、Ｍｉｘ、Ｎクラスなどとするが、 
主催者が決めるものとする。 
 

５．［参加資格］ 以下の参加資格を設ける。 
５．１ カップ対象クラブ 
（１） ＪＯＡ会員、学連等各種団体に加盟する単一のクラブ。 
（２） 主催者が適格と判断した組織、クラブ。 

５．２ 代表チーム 
（１） カップ対象クラブは、大会の６ヶ月前の月末に在籍し、現に当該クラブに籍を置く者で構成す

るチーム。 
（２） 代表チームは各クラス１チームとする。ただし、ＭＦ、ＷＦ、ＪおよびＳクラスはこの限りで

はない。 
（３） 代表チームのチーム名はクラブ名（略称可）を含むものとする。 

５．３ 一般チーム 
（１） あらかじめ要項により定める参加資格以外は制限を設けない。 
 

６．［選手変更］ 選手変更については、事前に書面による届出のあった場合のみ認める。 
 
７．［テレイン］ テレインについては新・旧を問わないが、開催日６ヶ月前以降の使用を差し控える。 

各クラブはこれに協力する。 
 

８．［地 図］  使用する地図は、オリエンテーリング用地図であれば新・旧マップ、縮尺を問わない。 
主催者の判断に委ねる。 



９．［参加費］  主催者がこれを定める。 
 

１０．［要 項］  主催者は要項を遅くとも開催日の２ヶ月前には発表する。 
なお、６ヶ月前までには、少なくとも開催日を発表する。 
 

１１．［表 彰］  主催者は、カップ対象クラスの上位３チームを大会当日に表彰する。 
一般クラスの表彰については主催者が決める。 
 

１２．［成 績］  主催者は成績表を大会終了後、速やかに発行する。 
 
１３．［改 廃］  この申し合わせ事項の変更、改廃は近畿ＯＬ連絡会にて協議、決定する。 
 
１４．［発 効］  この申し合わせ事項は平成６年７月１０日から適用する。 
 

  平成６年７月１０日制定  
平成８年１月１５日改正  
平成１５年７月６日改正  

 
申し合わせ事項の補足 

 
１． ＪＯＡの新競技規則は平成１４年４月１日より施行されるが、リレーに関する事項は現行の日本オリエンテ

ーリング実施基準・補足に準拠した。 
２． 申し合わせ事項については過去の大会の実績を尊重した。申し合わせにない事項はその精神に従って弾力的

に運用する。 
３． 大会は毎年開催し、その時期は年度後半（１０月～翌年３月）とするが、テレイン等の事情で当該年度内に

実施できない場合は、翌年５月までに開催する。 
４． １チーム３名のリレーを基本とする。 
５． ウェスタンカップといえども．カップ対象クラブの所在地は西日本に限らない。 
６． カップ対象クラスのうち、Ｊ（ジュニア）クラスおよびＳ（シニア）クラスについては過去の参加状況等か

ら、当分の間、ＭＪ、ＷＪ、ＭＳ、ＷＳへの分割はしない。したがって、性別による区別はない。将来、参

加数が３～５チーム程度を目処に分割を考える。 
７． 一般クラスにはカップ対象クラスと同一のクラスを設ける（カップ対象クラスのための特別のコースは設定

しない）。 
８． 一般クラスでＭｉｘクラスを設ける場合は、Ｌ／Ｍ／Ｓコースの組み合わせとする。 
９． 各クラスのコース難易度は要項において示すことが望ましい。 
１０． カップは持ち回りとし、次年度の大会において返還する。なお、その際、レプリカを授与する。ただし、ジ

ュニアカップは持ち回りとしない。 
１１． ＭＦクラスおよびＷＦクラスには高校生（１８才）以下クラブ代表の参加を認める。 
１２． カップ対象クラスのうち、Ｊ（ジュニア）クラスについては参加数が少ないという過去の参加状況と、ＭＦ

およびＷＦクラスの新設を受けて、将来のクラスの存続を検討する。 
 

以上 
 


